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第43回　 「豊平川の渡守」の巻

～豊平の地、最初の住民～
　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
五
十
年
前

の
一
八
五
七（
安
政
四
）年
、
幕
府

の
命
に
よ
り
、
豊
平
川
に
渡
船
場

と
通
行
屋（
旅
行
者
の
休
憩
・
宿

泊
施
設
）が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
、
銭
箱（
現

在
の
小
樽
市
銭
函
）か
ら
千
歳
・

勇
払
に
至
る
札
幌
越
新
道
が
あ
り
、

そ
の
途
中
の
豊
平
川
で
人
々
を
対

岸
へ
渡
す
た
め
の
も
の
で
し
た
。

　

渡
船
場
は
豊
平
川
の
東
西
両
岸

に
設
け
ら
れ
、
東
岸
の
豊
平
区
側

は
、
現
在
の
豊
平
三
条
一
丁
目
付

近
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
渡
船
場
の
渡
守
に
任
命
さ

れ
、
豊
平
で
和
人
と
し
て
最
初
の

定
住
者
と
な
っ
た
の
が
、
信
州
生

ま
れ
の
武
士
で
、
当
時
、
剣
客
と

し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
志

村
鉄
一
で
し
た
。
彼
は
、
こ
こ
に

家
族
三
人
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
西
岸
の
中
央
区
側（
現

在
の
中
央
区
南
四
条
東
四
丁
目
付

近
）に
は
吉
田
茂
八
が
任
命
さ
れ
、

家
族
四
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

志
村
家
と
吉
田
家
、
こ
の
二
戸
七

人
が
札
幌
で
最
初
の
和
人
の
定
住

者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

豊
平
川
の
渡
し
船
は
、
時
代
が

江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
っ
て
も
続

き
、
東
岸
の
渡
守
と
通
行
屋
の
番

人
の
仕
事
は
、
鉄
一
が
続
け
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
通
行
人
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
一
八
七
一

（
明
治
四
）年
に
初
め
て
橋
が
架
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
橋
守
に

任
命
さ
れ
た
の
も
鉄
一
で
し
た
。

鉄
一
は
一
八
七
四（
同
七
）年
ま
で

橋
守
を
続
け
た
そ
う
で
す
。

　

渡
河
の
手
段
が
渡
し
船
か
ら
橋

に
変
わ
っ
た
豊
平
川
で
し
た
が
、

そ
の
流
れ
は
激
し
く
、
最
初
の
橋

は
わ
ず
か
ひ
と
月
足
ら
ず
で
流
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

六
十
数
回
、
架
け
替
え
や
補
修
が

行
わ
れ
、
一
九
二
四（
大
正
十
三
）

年
に
よ
う
や
く
永
久
橋（
先
代
の

豊
平
橋
）と
な
り
、
さ
ら
に
、
交

通
量
の
増
大
な
ど
の
た
め
、
一
九

六
六（
昭
和
四
十
一
）年
に
架
け
替

え
ら
れ
た
橋
が
、
現
在
の
豊
平
橋

で
す
。

　

こ
の
豊
平
橋
の
や
や
下
流
に
鉄

一
の
渡
船
場
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
現
在
、
そ
こ
に
は
渡
船
場

が
あ
っ
た
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
立
つ「
札
幌
開

祖
志
村
鉄
一
翁
居
住
之
地
跡
」の

碑
が
、
百
五
十
年
前
に
鉄
一
が
豊

平
川
の
渡
守
を
任
じ
ら
れ
、
そ
し

て
、
そ
の
地
に
渡
守
と
し
て
定
住

し
、
豊
平
の
最
初
の
住
民
と
な
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

◀豊平区タウ
ントーク
（10/20）
市長と地域住
民がまちづく
りなどについ
て意見交換を
行いました。

▶コンサドーレ
札幌　豊平区民
応援デー
（ 9 /15）

▼第24回豊平区長杯争奪ママさん
ソフトボール大会（ 9 /11）
普段は笑顔のお母さんも、この日は
真剣な表情です。

◀美園リン
ゴまつり
（ 9 /23）
子どもたち
が頑張って、
リンゴのみ
こしを引っ
張りました。

▼東月寒地区交通安全
街頭啓発（10/15）
参加者450人。国道36号沿いで全長 2 kmに
わたって街頭啓発を行いました。

みんなで一生懸
命に応援しまし
た!!


